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７.　 用語解説

〔あ行〕

いきいき百歳体操
5 名以上の仲間で週 1 回、重りを使い、ＤＶＤ

の映像に合わせて行う筋力運動の体操。

会場準備から片付けまで、参加者で行う住民主体

の介護予防活動。

居場所
地域に住む多世代の人々が自由に参加する場所。

人との交わりによって生きる意欲が高まり、それ

ぞれの間に絆（共感）が生まれるとともに、それ

が様々な助け合いに発展する。

運転ボランティア
日常的に車椅子をお使いの人や寝たきりの人、身

体に障がいのある人が外出する際に、公共交通機

関の利用や家族などによる送迎が困難な場合、市

社会福祉協議会が保有する福祉車両を使用して病

院などへの送迎を行うボランティア。

〔か行〕

学習チャレンジ事業
生活保護受給世帯等の子どもを対象に学習の場を

提供し、学習支援及び教育相談を行い、高校への

進学を推進することにより、将来の自立促進に向

けた支援を実施する事業。

ゲートキーパー
自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩

んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必

要な支援につなげ、見守る）を図ることができる

人のことで、言わば「命の門番」とも位置付けら

れる人のこと。

権利擁護
認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など、

判断能力が十分ではない人の人権や権利を擁護す

ること。本人の適切な権利の行使の支援、本人へ

の権利侵害の解消や予防など、幅広い意味を含む。

交流センター
地域づくり活動の推進を図るため、公民館やコ

ミュニティセンター等、類似した施設の機能を見

直し、新たな「地区活動拠点施設」として一元化

した。地域づくり協議会の活動に対する事務支援

や相談対応など、地域住民の総合的な窓口として

の役割を担う。

高齢者・障がい者権利擁護ネットワーク会議
市と関係機関及び民間団体との連携強化を図り、

高齢者及び障害者への虐待防止、障害者差別の解

消を推進するための会議。

高齢者ふれあいサロン
高齢者の介護予防や閉じこもり予防を目的とし、

地区交流センターや自治会公会堂などを借りて、

住民が主体となって定期的に行う交流活動。

子育てサロン
主に就園前の子どもと保護者の仲間づくりを目的

とし、交流センターなどを利用して、住民が主体

となって定期的に行う交流活動。

こども医療費助成制度
0 歳～ 15 歳になって最初の 3 月 31 日までの

子どもの入院・通院にかかる医療費（保険診療分）

について、自己負担分を助成する制度。

〔さ行〕

災害時要配慮者
高齢者や障がい者等で災害が発生したときに、日

常生活で支援が必要な方、行動や情報の入手等に

制約を受けている方などを指す。

災害ボランティア
災害時に被災者の生活を支援するために活動する

ボランティア。

災害ボランティア支援本部
災害時に、市や関係機関、団体等と連携して市社

会福祉協議会が設置し、被災者の支援依頼や市内

の被災状況等の情報を集約するとともに、各地か

ら支援活動に入るボランティア活動者を派遣した

り、活動に必要な資機材を確保する。（災害ボラ

ンティアセンターともいう。）

市社会福祉協議会
社会福祉法に基づいて地域福祉を推進するために

設置する社会福祉法人。通称「しゃきょう」と呼

ばれる。住民、社会福祉事業経営者や各種ボラン

ティア、関係機関などと協力・連携し、安心して

暮らせる「福祉のまちづくり」を目指す。

市民後見人
市が実施した研修等を受講した市民の中から家庭

裁判所に成年後見人等として選任された方。市民

という立場を活かした身近なところで活動する。
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小地域福祉ネットワーク活動
日常生活における住民相互の見守り支援活動。回

覧板の手渡しやゴミ出しなどで顔をあわせた時に

声を掛け合い、小地域において「顔の見える関係」

をつくり、異変を感じた時には民生委員 ･ 児童委

員などに連絡し、適切な福祉サービス等の支援に

つなげる活動。

障がい者サロン
主に精神障がい者の社会参加のきっかけづくりや

地域の居場所として、市社会福祉協議会がボラン

ティアや関係機関との連携により定期的に行う交

流活動。

せいかつ応援倶楽部
在宅福祉の充実と地域コミュニティの進展を図る

ために、地域住民が主体となって実施する、住民

参加型の生活支援サービス。介護保険制度などの

公的サービスには無い、日常生活における「ちょっ

とした困りごと」を地域で助け合う仕組み。

生活支援コーディネーター
生活支援・介護予防サービスの充実に向けて、地

域に不足するサービスの創出、サービスの担い手

の養成などの資源開発や関係者間のネットワーク

構築などを行うコーディネーター。

成年後見制度
認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など、

判断能力に支援を必要とする人の財産管理や身上

監護を行うため、家庭裁判所に申立てを行い、審

判により成年後見人等が選任される制度。

〔た行〕

地域ケア会議
高齢者に対する支援の充実と、それを支える社会

基盤の整備を図るために、個別課題解決、ネット

ワーク構築、地域課題発見、地域づくり・資源開

発、政策形成の５つの機能を持つ会議。個別の支

援を行う「個別地域ケア会議」、日常生活圏域ご

とに行う「小地域ケア会議」、市レベルの「市地

域ケア会議」の３つの会議により構成されている。

地域づくり協議会
自分の住んでいるまちや地域を、住民自ら考え、

住みやすく、魅力的なものにするため、地域の課

題及びその解決策への取組みを図るとともに、地

域の文化や自然環境など地域の特性を生かした個

性あふれるまちづくりを進めるため、住民自治に

取り組む組織。概ね小学校区単位の地区活動団体

によって組織されている。

地域づくり協議会福祉部
地域づくり協議会の中に、福祉に関する活動を組

織的に展開するために設けられた専門部会。従来

の地区社会福祉協議会が移行した地区や、地区社

会福祉協議会を含む関係団体が参画する地区な

ど、地区の実態にあわせた体制がつくられている。

地域包括ケアシステム
団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を目途

に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域

で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けること

ができるよう、医療 ･ 介護 ･ 予防 ･ 住まい ･ 生活

支援が一体的に提供される仕組み。

地域包括支援センター
保健師又は経験のある看護師、主任ケアマネ

ジャーおよび社会福祉士を置き、高齢者の総合相

談窓口として、保健、福祉、医療の連携、虐待防

止、介護予防マネジメントなどを総合的に行う介

護保険法に規定された機関。生活圏域を踏まえて

設定され、市町村に委託された法人が運営する。

地区社会福祉協議会（地区社協）
概ね小学校区から中学校区の圏域で、住民の主体

的な参加と協力によって身の回りの生活課題を協

議し、解決のために活動する任意組織。地域づく

り協議会の参加団体として、地区の実態にあわせ

て移行が進められている。

デマンド型乗合タクシー
既存のタクシー車両を活用し、自宅と決められた

施設の間を予約のあった利用者を乗り合わせなが

ら送迎する。市内全域を８つの地区に分けて運行

しており、お住まいの地区で利用できる。利用に

は事前の登録が必要となる。

〔な行〕

日常生活自立支援事業
認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者な

ど、判断能力に支援を必要とする人と契約し、福

祉サービスの利用手続きや日常的な金銭管理の援

助を行い、自立生活を支援する事業。

認知症カフェ
認知症の方やその家族が、気軽に地域住民や専門

職と相互に情報共有し、お互いを理解しあう場と

して開催されるカフェ。地域で生活する認知症の

方の不安軽減、介護者の負担軽減も目的とする。
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認知症サポーター
認知症を正しく理解し、偏見をもたず認知症の人

やその家族を見守る応援者。認知症サポーター養

成講座を受講した方が認知症サポーターとなる。

全国で「認知症サポーターキャラバン事業」とし

て認知症サポーターの養成が進められている。

〔は行〕

配食ボランティア活動
地域住民ボランティアの助け合いによって、一人

暮らし高齢者などの希望者に対し、見守りを兼ね

て定期的にお弁当を届ける活動。

ひと・ほんの庭　にこっと
豊田図書館を改修し、子育て支援機能と図書館機

能が融合した新しい施設として開設される施設。

本の利活用を図りながら、来館者とコミュニケー

ションをとる中で自然な形で相談につながる幅広

い世代に向けた施設を目指す。

避難行動要支援者
災害時要配慮者のうち、円滑に避難する際に特に

支援を要する方。他者の支援がなければ避難する

ことができない方。

福祉委員
自治会より概ね 100 世帯に 1 人の目安で選出さ

れ、自治会役員や民生委員 ･ 児童委員、地区社協

役員、地域ボランティア等と連携し、日常生活や

地域活動の中で無理のない見守り支援を行う、地

域福祉推進の担い手。

福祉教育サポーター
学校や地域における福祉教育の実践を支援するた

め、市社会福祉協議会が養成した市民サポーター。

法人後見事業
受任体制を整えた社会福祉法人やＮＰＯ法人など

が家庭裁判所から成年後見人等を受任し、判断能

力に支援を必要とする人の財産管理や身上監護を

組織的に行う事業。

ほっとな地域づくり仕掛け人
市社会福祉協議会が行う地域福祉推進のための人

材養成講座の修了者を認定する制度。

ボランティア人材バンク
無理なくちょっとしたお手伝いとして地域活動に

参加できる方に登録していただく仕組み。地域づ

くり協議会が活動する上でノウハウや人手が欲し

い時に、協議会から登録者へ声を掛け、一緒に活

動していただく仕組み。

ボランティアセンター
ボランティア活動の拠点として、市総合健康福祉

会館（ｉプラザ）に設けられている。ボランティ

ア活動に参加したい人をボランティアサポーター

として登録し、ボランティアに活動を頼みたい人

の相談を受けてコーディネートを行うほか、必要

な情報提供やボランティア講座などを開催する。

〔ま行〕

まちの保健室
地区担当保健師が、交流センターを中心に地域へ

出向いて行う出張型保健師相談。

地域の健康情報提供やミニ講話、健康器具を使用

したヘルスチェックなども随時行う。

民生委員・児童委員
民生委員法及び児童福祉法に基づいて選出され、

厚生労働大臣の委嘱を受け、担当地域において生

活困窮者や高齢者、障がい者、ひとり親家庭など

の相談支援を行い、関係行政機関に協力するなど

して地域福祉の増進に努める。

〔や行〕

要保護児童等対策協議会
市、児童相談所、警察、地域の代表、学校など関

係機関により組織され、要保護児童等の早期発見

と適切な保護及び要支援児童もしくは特定妊婦等

への適切な支援を行うことを目的に情報交換を行

い、援助方針の協議を行う組織。

〔ら行〕

老人クラブ
地域における高齢者の健康づくりや介護予防をす

すめるクラブ活動。在宅高齢者やその家族を支援

する友愛活動や、安全 ･ 安心の住みよいまちづく

りを目指すボランティア活動にも取り組む。愛称

を「シニアクラブ」という。

〔わ行〕

ワークショップ
問題の解決や学びを深める手法。進行役のファシ

リテーターを中心に、参加者全員が自発的に作業

や発言ができる環境をつくって進める形が一般

的。
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